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（京セラドーム大阪）

任意継続被保険者並びに
被扶養者の方へ（40～74歳）

プール利用共通割引入場券交付中

今年度の特定健診受診券を5月下旬にご自宅宛に送付いたしました。先に案内をお送りしています「生活習慣
病健診」「人間ドック健診」（3月下旬送付）のいずれか1つを選択して受診してください。送付データ抽出後に
被保険者資格を取得されたり、異動があった場合は対応できていないこともありますので、お手元にない方は
ご連絡願います。

自宅近くの病院や
主治医で受診したい
（5月下旬案内）
（40歳以上対象）

受診券による
特定健診

巡回場所が自宅近く
に設置されている
（5月下旬案内）
（40歳以上対象）

近総協主催の
特定健診

生活習慣病健診を
受診したい

（3月下旬案内）
（35歳以上対象）

健保組合へ
申込書提出

人間ドック健診を
受診したい

（3月下旬案内）
（35歳以上対象）

健保組合へ
申込書提出

　詳細につきましてはご自宅宛に送付いたしました「平成29年度特定健康診査のご案内（5月下旬送付）」並びに
「平成29年度健康診断のご案内（3月下旬送付）」、または当健保組合ホームページをご覧ください。

　当組合では今夏も、被保険者・被扶養者の皆様のレクリエーションおよび積極的な健康・体力づくりのため、
健保連大阪連合会が契約するプール割引券をご利用いただけることとなりました。関西地区の3施設を対象と
し交付しておりますので、皆様には多数ご利用くださるようご案内申し上げます。

～夏季プール割引券3施設で取扱い～

利用資格

対象施設
申込方法

利用券申込時及び利用日当日も組合員で
あること
右表のとおり
所定の申込用紙にて郵送又はＦＡＸ。
後日、「プール利用共通割引入場券」を
送付させていただきます

※詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
　その他ご不明な点がございましたら、
　事業部（☎06-6942-3622）までお問い合わせください。

施　設　名

関西サイクル
スポーツセンター

ホテル阪急
エキスポパーク

利用期間

7/8～9/3
（定休日：7/11、7/18）

7/1～9/30
（休館日：7/18、9/11）

7/8～9/10
（休園日：9/4、9/8）

ウォーターパーク
デカパトス

特定健診受診券を
ご自宅へ送付いたしました！



平
成
28
年
度
当
健
康
保
険
組
合
の
収
支
決
算
は
、

健
康
保
険
組
合
全
体
で
は
赤
字
の
状
況
が
続
く
な

か
、
経
常
収
支
で
黒
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
加
入
事
業
所
の
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
に

よ
っ
て
、
被
保
険
者
数
が
増
加
、
平
均
標
準
報
酬
月

額
及
び
賞
与
支
給
額
の
増
加
等
に
よ
り
保
険
料
収
入

が
大
幅
に
伸
び
た
こ
と
に
加
え
、
医
療
費
が
総
額
で

は
前
年
度
比
で
若
干
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
1
人

当
た
り
金
額
で
は
減
少
し
、
納
付
金
も
前
々
年
度
の

精
算
金
に
よ
り
総
額
及
び
1
人
当
た
り
金
額
と
も
に

減
少
す
る
な
ど
、
収
支
改
善
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、

平
成
28
年
度
収
支
決
算
は
好
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
が
全

面
総
報
酬
割
と
な
り
、
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
健

康
保
険
の
適
用
拡
大
も
満
年
度
の
影
響
と
な
り
ま

す
。
更
に
、
介
護
納
付
金
の
改
正
法
案
が
成
立
し
、

8
月
か
ら
は
1
／
2
総
報
酬
割
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
健
康
保
険
組
合
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
30
年
4
月
に
は
、
6
年
に
1
度

の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
を
は
じ
め
、

第
3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
、
第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
、
第
3
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
な
ど

医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
す
。

平
成
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年
度
は
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
に
道
を
つ
け
る

極
め
て
重
要
な
議
論
が
な
さ
れ
る
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
事
業
主
・
加
入
者
の
方
々
に
、
健
康
保
険
組
合

の
重
要
性
、
今
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
を
さ
ら

に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健
康
保
険
組
合
の

本
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
も
ご
自
身
の
健

康
を
守
り
医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
当

健
康
保
険
組
合
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

平
成
28
年
度

決
算
の
お
知
ら
せ

平成28年度　事業所・被保険者等の状況（年度末）
種　　　別 平成 28 年度 平成 27 年度 増　減

事　  業 　 所 　 数（ 社 ） 264 263 1
被　 保　 険　 者　 数（ 人 ） 10,934 10,749 185
平 均 標 準 報 酬 月 額（ 円 ） 397,245 393,353 3,892
介護保険第２号被保険者数（人） 9,805 9,849 ▲ 44

年度別　被保険者1人当たりの保険給付費と支援金・納付金等拠出金の推移
年度 ①保険給付費（円） ②納付金（円） 保険料に対する割合①＋②（％）
25 267,812 214,742 95.55
26 270,141 207,086 92.08
27 282,331 215,238 94.07
28 276,526 193,108 85.83

保険料（546,852円）

財政調整事業交付金
（6,960円）

利子収入・雑収入等（3,746円）

調整保険料（7,305円） 国庫補助金収入（135円）

国庫負担金
（207円）

連合会費・その他
（3,093円）

営繕費（3,487円）

財政調整事業拠出金
（7,291円）

前期高齢者
納付金

（79,511円）　

保健事業費
（25,283円）

事務費（11,282円）

保険給付費
（276,526円）

後期高齢者
　支援金
 （106,950円）

その他納付金
（6,647円）

収　入
568,566円

繰入金（3,351円）

国に納付
されました

支　出
520,070円

493,935 千円

528,841 千円

収
　
　
　入

保 険 料 5,964,512 
国 庫 負 担 金 2,263 
調 整 保 険 料 79,675 
繰 入 金 36,554 
国 庫 補 助 金 収 入 1,471 
財 政 調 整 事 業 交 付 金 75,908 
保健事業収入・雑収入等 40,861 

合　　計 6,201,244 
経 常 収 入 合 計 6,048,785 

◆健康保険分（千円）

支
　
　
　出

事 務 費 123,057 
保 険 給 付 費 3,016,070 

法 定 給 付 費 3,016,070 
付 加 給 付 費 0 

納 付 金 2,106,227 
前 期 高 齢 者 納 付 金 867,224 
後 期 高 齢 者 支 援 金 1,166,508 
そ の 他（ 　 　 　 ） 72,495 

保 健 事 業 費 275,757 
財 政 調 整 事 業 拠 出 金 79,519 
営 繕 費 38,029 
連 合 会 費 ・ そ の 他 33,744 

合　　　計 5,672,403 
経 常 支 出 合 計 5,554,850 

退職者給付・
老健拠出金等

経常収支差引額 ③−④

決  算  残  金 ①−②

収
　入

保 険 料 635,539 
繰 入 金 17,000 
雑 収 入 5 

　合　　　計　① 652,544 

支
　出

介 護 納 付 金 648,211 
還 付 金 40 

　合　　　計　② 648,251 

◆介護保険分（千円）

被保険者（年間平均 10,907 人）
１人当たりでみると

4,293 千円決 算 残 金 ①−②

◉被保険者数　10,934人
（男性　8,643人、女性　2,291人）

◉平均標準報酬月額　397,245円
（男性　431,634円、女性　263,586円）

◉総標準賞与額（年間合計）　10,224,963千円
◉平均年齢　45.45歳
	 （男性　46.79歳、女性　40.38歳）

◉被扶養者数　10,730人
◉前期高齢者加入率　5.18％
◉健康保険料率　1,000分の98
	 （事業主　1,000分の50、被保険者　1,000分の48）

◉介護保険の対象となる被保険者数　9,805人  
◉介護保険料率　1,000分の15.0

（事業主　1,000分の7.5、被保険者　1,000分の7.5）

組合状況（平成29年3月末現在）

①
③

②
④

※経常収入支出差引額とは、臨時的な収入「調整保険料収入」「財政調整事業交
付金」等と、臨時的な支出「営繕費」「財政調整事業拠出金」等を控除したもの
です。

　大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合
の
平
成
28
年
度
決
算
が
、
去
る
7
月
14
日

に
開
催
さ
れ
た
組
合
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平成28年度　収入支出決算の概要
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種　　　別 平成 28 年度 平成 27 年度 増　減

事　  業 　 所 　 数（ 社 ） 264 263 1
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年度別　被保険者1人当たりの保険給付費と支援金・納付金等拠出金の推移
年度 ①保険給付費（円） ②納付金（円） 保険料に対する割合①＋②（％）
25 267,812 214,742 95.55
26 270,141 207,086 92.08
27 282,331 215,238 94.07
28 276,526 193,108 85.83

保険料（546,852円）

財政調整事業交付金
（6,960円）

利子収入・雑収入等（3,746円）

調整保険料（7,305円） 国庫補助金収入（135円）

国庫負担金
（207円）

連合会費・その他
（3,093円）

営繕費（3,487円）
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（7,291円）
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納付金

（79,511円）　
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（25,283円）

事務費（11,282円）
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（276,526円）

後期高齢者
　支援金
 （106,950円）

その他納付金
（6,647円）

収　入
568,566円

繰入金（3,351円）
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されました

支　出
520,070円

493,935 千円

528,841 千円
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　入
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調 整 保 険 料 79,675 
繰 入 金 36,554 
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財 政 調 整 事 業 交 付 金 75,908 
保健事業収入・雑収入等 40,861 
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経 常 収 入 合 計 6,048,785 
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支
　
　
　出

事 務 費 123,057 
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納 付 金 2,106,227 
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財 政 調 整 事 業 拠 出 金 79,519 
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◆介護保険分（千円）

被保険者（年間平均 10,907 人）
１人当たりでみると

4,293 千円決 算 残 金 ①−②

◉被保険者数　10,934人
（男性　8,643人、女性　2,291人）

◉平均標準報酬月額　397,245円
（男性　431,634円、女性　263,586円）

◉総標準賞与額（年間合計）　10,224,963千円
◉平均年齢　45.45歳
	 （男性　46.79歳、女性　40.38歳）

◉被扶養者数　10,730人
◉前期高齢者加入率　5.18％
◉健康保険料率　1,000分の98
	 （事業主　1,000分の50、被保険者　1,000分の48）

◉介護保険の対象となる被保険者数　9,805人  
◉介護保険料率　1,000分の15.0
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付金」等と、臨時的な支出「営繕費」「財政調整事業拠出金」等を控除したもの
です。

　大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合
の
平
成
28
年
度
決
算
が
、
去
る
7
月
14
日

に
開
催
さ
れ
た
組
合
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

—
—

　＊
　—

—

平成28年度　収入支出決算の概要
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前期高齢者納付金と
後期高齢者支援金

健保組合は高齢者の医療制度を支えるために、
主に納付金や支援金という形で多額の費用を負担しています。

健
康
保
険
で
は
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
を

「
前
期
高
齢
者
」、
75
歳
以
上
の
人
を
「
後

期
高
齢
者
」
と
し
て
い
ま
す
。
健
保
組
合

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
者
の
医
療
を
支
え

る
た
め
に
「
前
期
高
齢
者
納
付
金
」
と

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
を
負
担
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
た
め

の
負
担
だ
け
で
、
健
保
組
合
の
支
出
の
４

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
高

齢
者
数
の
増
加
で
今
後
も
負
担
増
が
続
く

の
は
確
実
な
見
込
み
で
す
。

前
期
高
齢
者
納
付
金
は
、
保
険
者
間
の

65
歳
以
上
の
加
入
者
数
の
偏
り
を
調
整
す

る
た
め
に
あ
り
ま
す
。

市
町
村
が
運
営
す
る
国
保
は
自
営
業
者

に
加
え
て
定
年
退
職
し
た
人
な
ど
も
加
入

す
る
た
め
、
前
期
高
齢
者
の
割
合
が
多
く

な
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
医
療
費
が
多

く
な
り
が
ち
に
な
る
前
期
高
齢
者
が
増
え

る
と
、
そ
の
ま
ま
で
は
制
度
を
維
持
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
に
健
保
組
合

な
ど
が
前
期
高
齢
者
納
付
金
を
負
担
し

て
、
国
保
を
支
援
し
て
い
る
の
で
す
。

前
期
高
齢
者
納
付
金
は
、
健
保
組
合
に

加
入
す
る
前
期
高
齢
者
の
医
療
費
と
加
入

率
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
65
歳

以
上
の
人
の
医
療
費
が
増
加
す
る
と
、
そ

れ
に
応
じ
て
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
も
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
財
源
と
な
る
も
の
で
す
。
75

歳
に
な
る
と
他
の
健
康
保
険
か
ら
外
れ

て
、
必
ず
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
ま
す
。
加
入
者
は
保
険
料
を
負
担
し
ま

す
が
保
険
料
だ
け
で
は
制
度
を
支
え
ら
れ

な
い
た
め
、
税
金
に
加
え
て
健
保
組
合
な

ど
が
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
で
制

度
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
負

担
額
は
、
そ
の
健
保
組
合
の

被
保
険
者
の
所
得（
報
酬
）が

多
い
ほ
ど
負
担
が
増
え
る

「
総
報
酬
割
」
に
段
階
的
に

変
更
さ
れ
、
平
成
29
年
度
か

ら
全
面
的
に
総
報
酬
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
能
力

に
応
じ
て
制
度
を
支
え
る
と
い
う
趣
旨
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
多
く
の
健
保
組
合
で

大
幅
な
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
保
組
合
の
支
出
の

４
割
を
占
め
る

65
歳
以
上
の
医
療
費
増
で

前
期
高
齢
者
納
付
金
が
増
加

後
期
高
齢
者
支
援
金
は

総
報
酬
割
で
負
担

介護納付金の計算方法が
総報酬割に変わります

計算方式変更による１人当たりの負担の変化

段階的に変更

前期高齢者納付金

後期高齢者支援金
  40～64歳の人は介護保険の対象
となるため、健康保険料に加えて
介護保険料も負担します。健保組
合では集めた介護保険料で、介護
保険の財源となる介護納付金を納
付します。その介護納付金の計算
方法が段階的に変更され、人数に
応じて納付額が計算される「加入
者割」から、被保険者の総報酬額
から計算される「総報酬割」とな
ります。

総報酬割の導入により、全国に
ある健保組合の多くで介護納付金
が大幅な負担増となります。総報
酬割への全面切り替えとなる平成
32年度に向けて、介護保険料率を
引き上げる健保組合が相次ぐと見
られています。

65歳から74歳の人の多くは国民健康保険（国保）に加入することになります。そのままでは高齢者の
多い国保に負担が集中してしまうため、65歳から74歳までの前期高齢者の医療費と加入率に応じて、
健保組合などが前期高齢者納付金を負担して国保を支援しています。

75歳以上の人は必ず後期高齢者医療制度に加入し、保険料を負担します。しかし、収入を主に年金に
頼る75歳以上の人だけの保険料で制度を支えることは難しいので、健保組合などが後期高齢者支援金
で費用の一部を負担し、制度を支えています。

前期高齢者納付金

後期高齢者支援金

※上記の計算式は仕組みを解説するための簡略化されたモデルです。

65～74歳の前期高齢者の医療を支える

75歳以上の後期高齢者の医療を支える

65～74歳の人の
加入率で調整
加入率に応じて一定
の基準になるように
負担を調整

支援金拠出率

健保組合の
65～74歳の人の
医療費

被保険者の
標準報酬総額

（給与＋賞与）

65～74歳の
人の医療費が
増えるほど
増額される！

被保険者の
年間所得の
平均が高いほど
増額に

総報酬割
総報酬額を基に負
担額が算出される
ため、負担能力に
応じた負担になる。

加入者割
収入に関係なく人数
に応じて負担額が算
出されるため、負担
能力が考慮されない。

全国の健保組合の
平成29年度予算の支出

人数の多いA健保

人数の多いA健保

平均給与の高いB健保

平均給与の高いB健保
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厚生労働省「働き方・休み方改善ポータルサイト」より（抜粋編集）

政府は３月末に、「働き方改革実現会議」を開き、２０１９年度
からの実現を目指しその実行計画をまとめました。注目された
長時間労働の是正は、残業時間を「原則月45時間、年間３６０
時間まで」とし、労使で協定を結べば年間７２０時間までとしま
した。経団連と連合の間で最後までもつれた上限規制につい
ては、首相裁定により、特に忙しい月は特例として「１００時間未
満」の残業を容認することになりました。
今回まとめられた実行計画は労働者保護の側面が強く、経

済成長のためには労働参画の拡大と労働生産性の向上が必
要ですが、その内容は依然として踏み込み不足の感が否めま
せん。労働参画の拡大について、年金制度における高齢者の
就労促進策あるいは70歳受給開始へのシフト、非正規雇用に
対する被用者保険の拡大、税制における配偶者控除の見直し
などは避けられない課題となっています。また、生産性向上の
ためには、生産性の高い産業分野に労働力が柔軟に移行でき
るようにする必要があり、解雇規制の見直しに併わせて、職業
訓練や教育訓練など再就職のための支援策の拡充が必要で
すが、いずれにしても検討は進んでいません。
翻って保険者を取り巻く環境はどうでしょう。昨年10月から

パートやアルバイトへの社会保険の適用拡大が図られ、週20
時間以上勤務するなどの条件を満たせば健康保険や年金保

険などに加入できるようになりました。従業員数５０１人以上の
企業が対象でしたが、さらにこの４月からは、労使の合意を条
件に５００人以下の企業も対象に含まれるようになり、労働参画
を促す環境がひとつ整備されています。
また、ブーム到来ともいえる「健康経営」に関する各種施策
や表彰などの事象が挙げられます。健康保険組合連合会、保
険者団体、経済団体、医療機関などで構成する日本健康会議
は、２０２０年に向けて「健康経営に取り組む企業を５００社以上
とする」「健康宣言等に取り組む企業を1万社以上とする」な
どの宣言をし、経産省主導の「健康経営銘柄」も定着してきま
した。
健康保険組合などの医療保険者は、健康づくりの専門家集

団です。企業を支援し、またその一方で企業からの協力を引き
出し、有効な協働関係を築くコラボヘルスの概念を具現化す
る、いまや日本の健康インフラといえます。ブラック企業の撲滅
は無論のこと、働き方改革を円滑に進めるためにも医療保険
者と企業の健全な協働関係の構築が不可避です。来年度は
データヘルス計画の第２期にも入り、保険者機能を駆使して国
民の健康を守る健康保険組合など医療保険者の活躍に一層
の期待が寄せられる時代に突入しています。

働き方改革と健康経営

　働き方改革実現会議では、長時間労働の是正や同一労働同一賃金の導入を盛り込んだ実行計画をまとめています。2019年度か
らの実現を目指す改革内容は大きく9分野に分かれ、その中には女性・若者の活躍、高齢者の就業促進、子育て・介護と仕事の両
立などが含まれています。

同一労働同一賃金を導入
政府のガイドライン案を策定

情報通信業

製造業

医療、福祉

製造業

製造業

A 社

B 社

C 社

D 社

E 社

非正規雇用の処遇改善1
最低賃金を年率3％程度引き上げ、時給
は平均1,000円に

賃金引き上げ2
罰則付きの残業上限を設定、インターバ
ル規制の導入も

長時間労働の是正3

転職者受け入れ企業の助成拡大、情報提
供を強化

転職・再就職支援4
テレワークを拡大、兼業・副業を推進

柔軟な働き方5
学び直しの機会拡充、就職氷河期世代の
支援

女性・若者の人材育成、活躍6

65歳以降の継続雇用や定年延長へ助成拡
充

高齢者の就業促進7
保育士や介護職員の賃金・待遇改善。男
性の育児・介護への参加促進

2016年に「健康経営宣言」を制定し、社員の健康を重要な健康資源の
ひとつとして捉え、社員個人の自発的な健康活動に対する積極的な支
援と、組織的な健康活動を推進する。

「仕事と生活の調和」の観点のみならず、「効果・効率的な仕事の仕方
の実現」「社員の健康増進」を含めた、フレキシビリティとメリハリを両立
する生産性の高い働き方の実現を目指す。

乳がん等女性特有の疾患に絞った健診コースや女性専用外来の「女性診
療センター」を設けることで、地域の女性活躍を支援し、就労人口の減
少防止に努めている。

社員の健康を保持しつつ、家族と過ごす時間も確保できる労働環境を
確立するために健康診断の充実と所定労働時間の削減、年次有給休暇
の取得促進を推進する。

女性が安心して働ける会社をつくるため、子供の看護休暇制度の設置
など、出産しても安心して働くことができ、仕事もしやすい環境づくり
を目指す。

子育て・介護と仕事の両立8
移民政策と誤解されない仕組み等、政府
横断で総合的に調査・検討

外国人人材の受け入れ9

改革実現を目指す9分野

　右記は厚生労働大臣を
本部長とした「長時間労働
削減推進本部」により各企
業にヒアリング、収集した
働き方改革の取り組み事例
です。数百件の事例から、
主に健康、生活、女性の
活躍に関する事例を抜粋し
たものです。働き方や休み
方の改善に向けた参考にな
るかもしれません。

働き方改革取り組み事例　保険者としての接点も─
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①健保組合へ連絡・届け出

②健康保険証等で受診

診察・治療など
保
険
金
等
の
支
払
い

④
医
療
費
の

　立
て
替
え
払
い

損
害
賠
償
請
求

③
医
療
費
の
請
求

治療費の支払い

⑤治療費の請求

被害者
（被保険者・被扶養者）

医療機関
など

加害者
（保険会社） 健保組合

　交通事故など第三者（自分以外の人）による行為で負傷したり病気になったりした場合は、健康保険証を使って治療を受
けることができます。
　しかし、その場合の治療費は本来加害者が負担するべきものですので、健保組合が一時的に立て替え払いし、後日、
加害者にその治療費を請求することになります。
　第三者の行為で負傷して、健康保険証等を使って治療を受ける場合は、必ず速やかに健保組合にご連絡ください。

被保険者のみなさまへ第三者行為による第三者行為による

交通事故などにあった場合はまず連絡を！

健保組合へ届け出る前に加害者と示談を結んでしまうと、その内容によっては、健保組
合が加害者に対する請求権を失ってしまう場合があります。
示談を結ぶ前に必ず健保組合へご連絡ください。

示談を結ぶ前にご連絡ください

第三者行為による負傷で健康保険証等を使う場合の流れ

第三者行為による届け出

届け出がないと健保組合から治療費の請求ができなくなります

●健保組合に速やかに連絡しましょう
●小さな事故でも警察に連絡しましょう（ゴルフ場・スキー場では管理事務所へ）
●相手（加害者）の住所・氏名・電話番号など身元を確認しましょう
●交通事故では、相手（加害者）の運転免許証・車検証・自動車損害賠償責任保険の
　証明書などを確認しましょう
●どんな軽いケガでも医師の診察を受けましょう
●医師の診察を受ける際は、第三者行為によるケガなどであることを正しく伝えましょう
●相手の主張に安易に同意することはやめましょう

第三者行為に
よる事故に
あって
しまったら？

「第三者行為」に該当するのは次のような事例です
交通事故
※バイクや自転車に
　よるものも含む

他人のペット
などによるケガ

不当な暴力や
傷害行為によるケガ

他者所有の建物での
設備の欠陥などによる
事故

購入食品や
飲食店などでの
食中毒

スキー・
スノーボード
などの接触事故

7
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丹
半
島
の
北
西
部
に
突
き
出

た
神
威
岬
。〝
カ
ム
イ
〞
は

ア
イ
ヌ
語
で
「
神
」
を
意
味

し
、
そ
の
壮
大
な
自
然
の
風
景
か
ら
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
る
。

　
岬
の
先
端
へ
は
、
駐
車
場
へ
車
を
停

め
た
後
、「
女
人
禁
制
の
門
」
を
く

ぐ
っ
て
遊
歩
道
を
進
む
必
要
が
あ
る
。

門
の
名
の
由
来
は
こ
の
地
の
伝
説
。
奥

州
か
ら
逃
れ
た
源
義
経
が
こ
の
地
に
身

を
寄
せ
た
際
、
首
長
の
娘
チ
ャ
レ
ン
カ

が
恋
に
落
ち
、
義
経
が
旅
立
つ
際
に
後

を
追
っ
た
も
の
の
彼
は
す
で
に
出
発
し

た
後
で
、
悲
し
み
に
暮
れ
た
彼
女
は
海

に
身
を
投
じ
た
と
い
う
。
以
来
、
女
性

を
乗
せ
た
船
が
こ
の
沖
を
過
ぎ
よ
う
と

す
る
と
、
必
ず
転
覆
す
る
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
女
人
禁
制
の
地
と
さ
れ

て
い
た
。
現
在
は
女
性
も
通
行
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
が
、
開
閉
時
間
は
季
節

に
よ
っ
て
異
な
り
、
風
が
強
い
と
き
や

天
候
の
良
く
な
い
と
き
に
は
通
行
禁
止

と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
訪
れ
る
際

は
注
意
が
必
要
だ
。

　
さ
て
、
門
か
ら
延
び
る
約
７
７
０
ｍ

の
遊
歩
道
「
チ
ャ
レ
ン
カ
の
道
」
は
、

舗
装
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
起
伏
が
多

く
、
し
ば
ら
く
歩
く
と
息
が
上
が
っ
て

く
る
。
そ
れ
を
励
ま
し
て
く
れ
る
の

は
、随
所
で
姿
を
現
す「
積
丹
ブ
ル
ー
」

と
称
さ
れ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

透
き
通
っ
た
海
だ
。
周
囲
に
は
海
外
の

山
脈
よ
ろ
し
く
鋭
く
と
が
っ
た
岩
山
が

連
な
り
、
時
折
、
日
本
で
は
な
い
よ
う

な
錯
覚
を
覚
え
る
。
各
所
に
設
置
さ
れ

た
鉄
格
子
状
の
道
を
歩
く
と
、
足
元
か

ら
勢
い
よ
く
潮
風
が
吹
き
抜
け
、
岬
へ

の
歩
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
。

　
や
が
て
灯
台
が
姿
を
現
せ
ば
、
岬
は

目
前
。
岬
の
先
端
か
ら
続
く
小
さ
な

岩
々
を
た
ど
っ
て
視
線
を
移
せ
ば
、
目

の
前
に
は
夏
の
日
差
し
に
彩
ら
れ
た
日

本
海
が
広
が
り
、
見
る
者
に
無
条
件
で

力
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
そ
う
し
て
岬
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た

後
は
、
駐
車
場
そ
ば
の
「
カ
ム
イ
番

屋
」
で
積
丹
ブ
ル
ー
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
味
わ
い
、
体
の
中
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
み
て
は
。

水中展望船「ニューしゃこたん号」は
海底を眺めることができ、ウニが無数
に点在している様子が見て取れる。海
底探索の後は船上でかもめに餌やり体
験も。勢いよく飛び交うかもめたちは
皆、目が本気だ。夕日の沈む時間には
情緒のある船の姿が見られるかもしれ
ない。

積丹ブルーソフトクリーム
はさわやかなミント味。

小さく暗いトンネルを抜け、細い道を
下っていくと、「日本の渚百選」にも選
ばれた島

しま

武
む

意
い

海岸に到着する。道はす
れ違うのがやっとの狭さのため、譲り
合いが大切だ。

夏の積丹といえばウ
ニが欠かせない。ク
リーミーでしっかり
とした味わいで人気
のウニは、漁の状況
や店の混雑などによ
って早々に売り切れ
てしまうこともある
ため、早めの来店や
事前確認がお薦め。

積

「ヤーレンソーラン…」で始まる北海道を代表する
民謡、ソーラン節はかつてにしん漁で栄えた積丹町
が発祥という説があり、海沿いには大きなソーラン
節発祥之地碑が建っている。

積し
ゃ
こ
た
ん丹
半
島
と

神か

む

い威
岬

【
北
海
道
積
丹
町
】

次
の
一
歩
を
導
く

青
色
が

目
の
覚
め
る
よ
う
な

海の中にすっくと立つ「女
じょろっこ

郎子岩」。
草をかき分けて歩いた先にあるた
め、見つけたときの感動はひとしお。
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の
受
診
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

特
定
健
診

　
平
成
27
年
度
特
定
健
診（
40
歳
以
上
対
象
）の
実
施

状
況
は
、対
象
者
1
0
、2
8
6
名
の
う
ち
7
、0
8
7

名
が
受
診
さ
れ
、受
診
率
は
68
・
9
％（
昨
年
度
68
・

3
％
）と
な
り
ま
し
た
。そ
の
内
訳
は
、被
保
険
者
は
受

診
者
数
6
、2
2
3
名
で
受
診
率
90
・
3
％（
同
90
・

2
％
）、被
扶
養
者
は
受
診
者
数
8
6
4
名
で
受
診
率

25・5
％（
同
24・9
％
）で
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）平
成

26
年
度
と
比
較
し
て
被
保
険
者・被
扶
養
者
共
に
若
干

の
改
善
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
目
標
数
値

に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
で
は
平
成
27
年
度
の

実
施
率
は
、被
保
険
者
93・0
％
、被
扶
養
者
53・0
％
、

全
体
で
79・0
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。被
扶
養
者
に

お
い
て
は
目
標
の
50
％
に
も
達
し
て
お
ら
ず
、極
め
て

低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。受
診
場
所
ま
で
遠
い

こ
と
や
時
間
が
取
れ
な
い
等
の
事
情
は
あ
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、年
に一
度
は
ご
自
身
の
た
め
、ご
家
族
の
た

め
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
健
診
は
事
業
所
が
取
り
ま
と
め
て
申
し
込
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、被
扶
養
者
は
ご
自
身
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

場
合
が
多
く
、な
か
な
か
受
診
率
が
上
ら
な
い
こ
と
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
健
保
組
合
で
は
健
診
対
象
の
被
扶
養
者
の
ご
自
宅
に
、年
に
数
回

健
診
の
案
内
や
受
診
勧
奨
の
通
知
等
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、被
保

険
者
の
皆
様
方
か
ら
も
ご
家
族
に
健
診
を
勧
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ま
た
事
業
所
に
お
い
て
も
被
扶
養
者
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て
、受
診
の

呼
び
か
け
や
取
り
ま
と
め
等
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
そ
の
他
、当
健
保
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
受
診
さ
れ
る
事
業
所
の

ご
担
当
者
に
、受
診
予
定
者一覧
表（
2
ヵ
月
先
ま
で
）と
未
受
診
者一覧
表

（
3
ヵ
月
前
ま
で
遡
っ
て
）を
お
送
り
し
て
、受
診
率
改
善
の一
助
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
様
に
こ
れ
か
ら
も
受
診

勧
奨
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。皆
様
方
に
置
か
れ
ま
し

て
も
、ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
受
診
率
を
年
代
別
に
分
析
し
ま
す
と
、被
保
険
者
は

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
受
診
率
が
低
く
な
り
、被

扶
養
者
は
年
齢
が
高
い
ほ
ど
受
診
率
が
高
い
傾
向
が

見
え
て
き
ま
す
。（
表
①
参
照
）

　
事
業
所
別
で
被
扶
養
者
の
受
診
率
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、8
割
以
上
の
事
業
所
が
受
診
率
50
％
を
下
回
っ

て
お
り
、さ
ら
に
被
扶
養
者
が一人
も
受
診
さ
れ
て
い
な

い
事
業
所
が
75
社
も
あ
り
ま
す
。（
表
②
参
照
）

平成２７年度 特定健診
男女別・年代別 受診率表

医療法人 朋愛会 淀屋橋健診プラザ
〒541-0044　大阪市中央区伏見町４－１－１ 明治安田生命大阪御堂筋ビル４Ｆ

※ 人間ドックのみ実施

被保険者（本人）

受診
90.3％

被扶養者（家族）

受診
25.5％

未受診
74.5％

未受診
9.7％

男性

女性

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

90.0 ％ 

91.5 ％ 

92.2 ％ 

93.2 ％ 

91.8 ％ 

91.4 ％ 

89.1 ％ 

84.0 ％ 

74.6 ％

17.9 ％ 

25.5 ％ 

25.1 ％ 

20.1 ％ 

25.9 ％ 

25.5 ％ 

28.8 ％ 

28.0 ％ 

27.4 ％

１００％

６０％ ～ ９９％

５０％ ～ ５９％

４０％ ～ ４９％

３０％ ～ ３９％

２０％ ～ ２９％

１０％ ～ １９％

１％ ～ 9％

０％

１０ 社

９ 社

１３ 社

１１ 社

２５ 社

４５ 社

１７ 社

７ 社

７５ 社

表①

平成２７年度 特定健診
事業所別 受診率表（被扶養者）表② 平成２７年度

特定健診受診率グラフ

受診希望の際は、所定の申込書を当健保組合までご提出ください。（ＦＡＸ可）

　当健保組合の契約健診機関以外で健康診断を全額自己負担で受診されたときは、「健診料交付申
請書」を提出していただくと補助金を交付します。（最大2万円まで）
　事業所が独自に実施された場合や、職場や自宅の近くの病院などで受診された方で、まだ交付申請
されていない場合は、受けられた健診のコースをご確認の上、所定の「健診料交付申請書」に必要書類
を添えて当組合までご提出ください。申請方法につきましては、「健康診断の実施要項」またはホーム
ページにてご確認ください。また、添付書類など不明な点がございましたら、当健保組合事業部

（06-6942-3622）までご連絡ください。
　40歳以上の被保険者及び被扶養者の健診データを管理し、保健事業に活用することが健保組合に
義務付けられています。健診料交付申請やパート先で受診された方の健診データ等をご提出いただく
ことで、受診率にも反映されます。ご協力よろしくお願いいたします。

被保険者
（本人）

被扶養者
（家族）

被
扶
養
者（
家
族
）の
受
診
率
は
依
然
と
し
て
低
迷
！

被
扶
養
者
の
受
診
率
50
％
未
満
の

事
業
所
が
８
割
以
上

健診料交付制度をご活用ください！
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の
受
診
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

特
定
健
診

　
平
成
27
年
度
特
定
健
診（
40
歳
以
上
対
象
）の
実
施

状
況
は
、対
象
者
1
0
、2
8
6
名
の
う
ち
7
、0
8
7

名
が
受
診
さ
れ
、受
診
率
は
68
・
9
％（
昨
年
度
68
・

3
％
）と
な
り
ま
し
た
。そ
の
内
訳
は
、被
保
険
者
は
受

診
者
数
6
、2
2
3
名
で
受
診
率
90
・
3
％（
同
90
・

2
％
）、被
扶
養
者
は
受
診
者
数
8
6
4
名
で
受
診
率

25・5
％（
同
24・9
％
）で
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）平
成

26
年
度
と
比
較
し
て
被
保
険
者・被
扶
養
者
共
に
若
干

の
改
善
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
目
標
数
値

に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
で
は
平
成
27
年
度
の

実
施
率
は
、被
保
険
者
93・0
％
、被
扶
養
者
53・0
％
、

全
体
で
79・0
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。被
扶
養
者
に

お
い
て
は
目
標
の
50
％
に
も
達
し
て
お
ら
ず
、極
め
て

低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。受
診
場
所
ま
で
遠
い

こ
と
や
時
間
が
取
れ
な
い
等
の
事
情
は
あ
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、年
に一
度
は
ご
自
身
の
た
め
、ご
家
族
の
た

め
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
健
診
は
事
業
所
が
取
り
ま
と
め
て
申
し
込
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、被
扶
養
者
は
ご
自
身
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

場
合
が
多
く
、な
か
な
か
受
診
率
が
上
ら
な
い
こ
と
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
健
保
組
合
で
は
健
診
対
象
の
被
扶
養
者
の
ご
自
宅
に
、年
に
数
回

健
診
の
案
内
や
受
診
勧
奨
の
通
知
等
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、被
保

険
者
の
皆
様
方
か
ら
も
ご
家
族
に
健
診
を
勧
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ま
た
事
業
所
に
お
い
て
も
被
扶
養
者
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て
、受
診
の

呼
び
か
け
や
取
り
ま
と
め
等
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
そ
の
他
、当
健
保
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
受
診
さ
れ
る
事
業
所
の

ご
担
当
者
に
、受
診
予
定
者一覧
表（
2
ヵ
月
先
ま
で
）と
未
受
診
者一覧
表

（
3
ヵ
月
前
ま
で
遡
っ
て
）を
お
送
り
し
て
、受
診
率
改
善
の一
助
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
様
に
こ
れ
か
ら
も
受
診

勧
奨
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。皆
様
方
に
置
か
れ
ま
し

て
も
、ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
受
診
率
を
年
代
別
に
分
析
し
ま
す
と
、被
保
険
者
は

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
受
診
率
が
低
く
な
り
、被

扶
養
者
は
年
齢
が
高
い
ほ
ど
受
診
率
が
高
い
傾
向
が

見
え
て
き
ま
す
。（
表
①
参
照
）

　
事
業
所
別
で
被
扶
養
者
の
受
診
率
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、8
割
以
上
の
事
業
所
が
受
診
率
50
％
を
下
回
っ

て
お
り
、さ
ら
に
被
扶
養
者
が一人
も
受
診
さ
れ
て
い
な

い
事
業
所
が
75
社
も
あ
り
ま
す
。（
表
②
参
照
）

平成２７年度 特定健診
男女別・年代別 受診率表

医療法人 朋愛会 淀屋橋健診プラザ
〒541-0044　大阪市中央区伏見町４－１－１ 明治安田生命大阪御堂筋ビル４Ｆ

※ 人間ドックのみ実施

被保険者（本人）

受診
90.3％

被扶養者（家族）

受診
25.5％

未受診
74.5％

未受診
9.7％

男性

女性

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

90.0 ％ 

91.5 ％ 

92.2 ％ 

93.2 ％ 

91.8 ％ 

91.4 ％ 

89.1 ％ 

84.0 ％ 

74.6 ％

17.9 ％ 

25.5 ％ 

25.1 ％ 

20.1 ％ 

25.9 ％ 

25.5 ％ 

28.8 ％ 

28.0 ％ 

27.4 ％

１００％

６０％ ～ ９９％

５０％ ～ ５９％

４０％ ～ ４９％

３０％ ～ ３９％

２０％ ～ ２９％

１０％ ～ １９％

１％ ～ 9％

０％

１０ 社

９ 社

１３ 社

１１ 社

２５ 社

４５ 社

１７ 社

７ 社

７５ 社

表①

平成２７年度 特定健診
事業所別 受診率表（被扶養者）表② 平成２７年度

特定健診受診率グラフ

受診希望の際は、所定の申込書を当健保組合までご提出ください。（ＦＡＸ可）

　当健保組合の契約健診機関以外で健康診断を全額自己負担で受診されたときは、「健診料交付申
請書」を提出していただくと補助金を交付します。（最大2万円まで）
　事業所が独自に実施された場合や、職場や自宅の近くの病院などで受診された方で、まだ交付申請
されていない場合は、受けられた健診のコースをご確認の上、所定の「健診料交付申請書」に必要書類
を添えて当組合までご提出ください。申請方法につきましては、「健康診断の実施要項」またはホーム
ページにてご確認ください。また、添付書類など不明な点がございましたら、当健保組合事業部

（06-6942-3622）までご連絡ください。
　40歳以上の被保険者及び被扶養者の健診データを管理し、保健事業に活用することが健保組合に
義務付けられています。健診料交付申請やパート先で受診された方の健診データ等をご提出いただく
ことで、受診率にも反映されます。ご協力よろしくお願いいたします。

被保険者
（本人）

被扶養者
（家族）

被
扶
養
者（
家
族
）の
受
診
率
は
依
然
と
し
て
低
迷
！

被
扶
養
者
の
受
診
率
50
％
未
満
の

事
業
所
が
８
割
以
上

健診料交付制度をご活用ください！
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（京セラドーム大阪）

任意継続被保険者並びに
被扶養者の方へ（40～74歳）

プール利用共通割引入場券交付中

今年度の特定健診受診券を5月下旬にご自宅宛に送付いたしました。先に案内をお送りしています「生活習慣
病健診」「人間ドック健診」（3月下旬送付）のいずれか1つを選択して受診してください。送付データ抽出後に
被保険者資格を取得されたり、異動があった場合は対応できていないこともありますので、お手元にない方は
ご連絡願います。

自宅近くの病院や
主治医で受診したい
（5月下旬案内）
（40歳以上対象）

受診券による
特定健診

巡回場所が自宅近く
に設置されている
（5月下旬案内）
（40歳以上対象）

近総協主催の
特定健診

生活習慣病健診を
受診したい

（3月下旬案内）
（35歳以上対象）

健保組合へ
申込書提出

人間ドック健診を
受診したい

（3月下旬案内）
（35歳以上対象）

健保組合へ
申込書提出

　詳細につきましてはご自宅宛に送付いたしました「平成29年度特定健康診査のご案内（5月下旬送付）」並びに
「平成29年度健康診断のご案内（3月下旬送付）」、または当健保組合ホームページをご覧ください。

　当組合では今夏も、被保険者・被扶養者の皆様のレクリエーションおよび積極的な健康・体力づくりのため、
健保連大阪連合会が契約するプール割引券をご利用いただけることとなりました。関西地区の3施設を対象と
し交付しておりますので、皆様には多数ご利用くださるようご案内申し上げます。

～夏季プール割引券3施設で取扱い～

利用資格

対象施設
申込方法

利用券申込時及び利用日当日も組合員で
あること
右表のとおり
所定の申込用紙にて郵送又はＦＡＸ。
後日、「プール利用共通割引入場券」を
送付させていただきます

※詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
　その他ご不明な点がございましたら、
　事業部（☎06-6942-3622）までお問い合わせください。

施　設　名

関西サイクル
スポーツセンター

ホテル阪急
エキスポパーク

利用期間

7/8～9/3
（定休日：7/11、7/18）

7/1～9/30
（休館日：7/18、9/11）

7/8～9/10
（休園日：9/4、9/8）

ウォーターパーク
デカパトス

特定健診受診券を
ご自宅へ送付いたしました！


